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世界経済は2020年に好転するとの見通しが維持されました。
 IMF（国際通貨基金）は、世界経済の成長率予測を下方修正するとともに、貿易摩擦問題などのネガ
ティブな要因により、世界経済が下振れリスクにさらされていると指摘しました。

 ただし、堅調に推移している個人消費などが今後も景気を下支えし、世界経済は2020年に好転する
との見通しは維持しました。

【図表１】 主要国の経済成長率（IMF予測値、前年比％）
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世界 3.8 3.6 3.2 [▲0.1下方修正] 3.5 [▲0.1下方修正]
日本 1.9 0.8 0.9 [▲0.1下方修正] 0.4 [▲0.1下方修正]
米国 2.2 2.9 2.6 [+0.3上方修正] 1.9 [修正なし]
ユーロ圏 2.4 1.9 1.3 [修正なし] 1.6 [+0.1上方修正]
スイス 1.7 2.5 1.1 [－]（注１） 1.5 [－]（注１）

豪州 2.4 2.8 2.1 [－]（注１） 2.8 [－]（注１）

カナダ 3.0 1.9 1.5 [修正なし] 1.9 [修正なし]
新興国（注２） 4.8 4.5 4.1 [▲0.3下方修正] 4.7 [▲0.1下方修正]

中国 6.8 6.6 6.2 [▲0.1下方修正] 6.0 [▲0.1下方修正]
インド 7.2 6.8 7.0 [▲0.3下方修正] 7.2 [▲0.3下方修正]
インドネシア 5.1 5.2 5.2 [－]（注１） 5.2 [－]（注１）

南アフリカ 1.4 0.8 0.7 [▲0.5下方修正] 1.1 [▲0.4下方修正]
注１：今回は未公表であり、前回2019年4月時点の数値
注２：新興国はIMFが公表した日本語版では「新興市場国と発展途上国」

景気の下振れリスクを警戒

世界経済の緩やかな回復シナリオは維持

前回（2019年4月）と比較して、世界経済の下振れ
リスクが高まったことが指摘されました。貿易摩擦の
深刻化により企業の設備投資が鈍化するリスク、地政
学的な緊張により原油価格が上昇し最終需要が抑制さ
れるリスク、などが懸念されています。

前回と同様に、世界経済の緩やかな回復シナリオは維
持されました。雇用環境とともに個人消費が堅調であ
り、今後も世界経済を下支えすることが期待されてい
ます。国別では、米国は足元で堅調な成長が続いてい
ることも評価され、2019年の成長率が大きく上方修
正されました。日本は消費増税の悪影響の一部が財政
政策によって緩和されるとの見通しが示されました。

【図表２】 経済成長率（IMF予測値、前年比％）
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